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二
、
三
十
人
の
集
団
を
組
ん
で
南
を
指
し
て
逃
げ
て
い
た

人
達
の
死
体
が
転
々
と
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
の
逃
避
行
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

駅
に
空
の
有
蓋
貨
物
列
車
が
着
き
、
自
分
達
は
糧
抹
の

積
み
込
み
を
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
上
に
、
自
分
で
作
っ
た
大

き
な
袋
に
衣
料
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
乗
り
込
み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
「
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
」
と
な
り
ま
す
。

【
編

注
】

河
村
廣
康
氏
の
手
記
㈠
は
、
第
ⅩⅢ
巻
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

私
の
終
戦
前
後

神
奈
川
県

牛

窪

剛

私
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
二
日
、
神
奈
川

県
、
当
時
高
座
郡
渋
谷
村
下
福
田
に
あ
り
ま
す
真
言
宗
の

末
寺
蓮
慶
寺
に
て
、
父
弘
善
、
母
ハ
ツ
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
寺
に
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
修

業
に
出
さ
れ
、
夜
間
中
学
に
通
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
五
年
を
卒
業
す
る
時
、
戦
時
下
の
折
、
即
日
産
自

動
車
に
就
職
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
室
町
二
番
地

が
日
産
の
本
社
で
し
た
。
連
日
の
よ
う
に
職
場
か
ら
応
召

者
を
送
り
出
し
、
現
場
も
事
務
所
も
、
女
性
の
職
場
進
出

が
目
立
っ
て
参
り
ま
し
た
。
他
に
、
地
方
か
ら
の
女
子
挺

身
隊
や
、
東
京
の
大
学
や
ら
、
女
学
生
が
動
員
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

朝
の
工
場
の
入
門
の
際
に
は
、
憲
兵
の
姿
が
目
立
ち
社

員
バ
ッ
チ
は
必
ず
着
け
て
い
ま
し
た
。

輸
送
課
で
は
二
十
人
位
が
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
、
神
戸
や
武
庫
川
の
東
洋
ベ

ア
リ
ン
グ
、
富
山
の
不
二
越
鋼
材
へ
ベ
ア
リ
ン
グ
を
引
き

取
り
に
何
回
も
通
っ
た
も
の
で
す
。
一
般
人
は
汽
車
の
切

符
も
手
に
す
る
こ
と
は
困
難
な
時
代
で
す
が
、
我
々
に
は

優
先
的
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
十
九
（
一
九

四
四
）
年
十
月
頃
の
車
の
生
産
量
は
一
日
で
一
一
〇
台
が

最
高
の
生
産
ラ
イ
ン
で
し
た
。
全
車
が
貨
物
で
、
軍
用
車
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で
し
た
。

私
は
青
木
小
学
校
で
兵
隊
検
査
は
終
わ
っ
て
お
り
、
次

は
栗
田
谷
小
学
校
に
て
、
横
浜
連
隊
区
司
令
官
よ
り
「
甲

種
合
格
」
を
申
し
渡
さ
れ
、
い
つ
入
隊
通
知
が
来
て
も
と

心
の
準
備
は
で
き
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
十
二
月

の
初
め
、
葉
書
に
て
「
一
月
十
日
、
新
潟
県
新
発
田
連
隊

に
入
隊
」
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。

新
発
田
に
は
、
私
の
次
兄
が
入
隊
し
、
当
時
は
千
葉
薬

園
台
の
予
備
士
官
学
校
に
行
っ
て
お
り
、
私
も
同
じ
第
三

機
関
銃
中
隊
に
入
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
「
ト
ラ
」
部
隊

要
員
と
し
て
営
庭
を
後
に
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
は
大
雪
の
年
で
し
た
。
四
、
五
尺
積
も
っ

た
雪
の
道
を
隊
伍
を
組
ん
で
駅
ま
で
進
む
。
市
道
の
両
側

に
は
、
老
若
男
女
、
町
の
方
々
が
ず
ら
り
と
提
灯
を
掲
げ

見
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

部
隊
は
、
一
隊
は
日
本
海
に
沿
っ
て
下
関
で
乗
船
。
私

達
は
盤
越
西
線
を
会
津
、
郡
山
、
上
野
、
品
川
と
東
海
道

を
下
り
博
多
に
て
下
車
、
博
多
で
は
千
代
田
館
に
一
泊
、

布
団
で
の
就
寝
も
こ
れ
が
最
後
で
、
三
年
後
の
帰
還
ま
で

の
温
か
い
ぬ
く
も
り
で
あ
っ
た
訳
で
す
。

未
だ
暗
い
早
朝
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
朝
食
を
取
り
、
博

多
港
で
乗
船
で
す
が
、
従
軍
看
護
婦
も
二
個
小
隊
位
、
先

に
乗
船
、
冬
の
玄
界
灘
の
荒
波
の
中
を
、
ジ
グ
ザ
グ
航
行

し
釜
山
に
着
い
て
、
漸
く
自
分
を
取
り
戻
す
程
で
し
た
。

汽
車
に
て
会
寧
駅
に
到
着
す
る
と
、
迎
え
の
曹
長
等

が
、
次
々
に
「
足
踏
み
を
続
行
せ
よ
」
と
叫
ん
で
お
り
、

凍
傷
予
防
の
た
め
で
あ
っ
た
訳
で
す
。
や
は
り
、
真
夜
中

の
た
め
マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
位
と
思
い
ま
す
。

隊
伍
を
組
ん
で
羅
南
師
団
、
会
寧
朝
鮮
第
三
部
隊
に
勇

躍
入
り
、
歩
兵
砲
中
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
朝
鮮
軍
司
令
官
に
板
垣
征
四
郎
閣
下
、
朝
鮮
総

督
は
小
磯
国
昭
閣
下
、
羅
南
師
団
長
太
田
貞
昌
閣
下
、
連

隊
長
今
堀
元
貞
大
佐
、
歩
兵
砲
中
隊
長
安
富
茂
中
尉
で
し

た
。〇

我
が
歩
兵
第
七
十
五
連
隊
歌
の
一
節
は
次
で
す
。

満
蒙
の
野
に

幾
度
ぞ
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雄
々
し
く
散
り
し

桜
花

鬼
将
軍
の

あ
と
忍
び
（
加
藤
清
正
の
こ
と
）

熱
血
こ
こ
に

鍛
え
ん
や

〇

隊
歌
の
一
節
に
は

遅
る
な

正
直
勇
猛
と

互
い
に
交
わ
す

合
言
葉

生
死
も
と
よ
り

何
か
せ
ん

只
皇
軍
の
名
に
か
け
て

こ
の
国
境
を
守
る
の
み

我
が
連
隊
は
、
勇
猛
連
隊
で
、
昭
和
十
三
年
の
夏
の
張

鼓
峰
事
件
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
合
言
葉
も
「
正

直
」「
勇
猛
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
我
々
が
入

隊
し
た
時
に
は
、
軍
旗
と
共
に
南
方
戦
線
に
出
動
し
て
お

り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
新
編
成
と
な
り
、
第
七
十
九
師
団
、
歩
兵
第

二
百
九
十
連
隊
と
な
り
ま
し
た
。
今
堀
連
隊
長
は
帝
都
に

赴
き
、
聖
上
よ
り
新
し
い
軍
旗
を
拝
受
さ
れ
、
奏
第
二
一

一
五
三
部
隊
と
な
り
ま
し
た
。

会
寧
は
、
鮮
満
の
国
境
に
あ
り
、
軍
都
で
あ
り
、
各
兵

種
の
屯
営
が
有
り
、
工
・
騎
・
砲
・
輜
・
憲
・
病
院
等
、

ほ
と
ん
ど
の
兵
科
が
揃
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
、
新
品
の
軍
旗
祭
が
行
わ
れ
、
真
更
な
軍
旗
の

も
と
、
多
く
の
来
賓
者
の
見
守
る
中
、
我
々
も
、
馬
上
で

抜
刀
の
中
隊
長
指
揮
の
も
と
歩
武
堂
々
の
分
列
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

連
日
の
砲
作
業
、
演
習
の
合
間
に
公
用
下
士
官
の
お
供

で
、
汽
車
に
て
南
陽
（
豆
満
江
沿
い
で
、
対
岸
は
図
門
）

水
口
浦
や

関
鐘
城
、
上
三
峰
等
を
何
回
か
行
っ
て
来
ま

し
た
。

私
に
は
何
の
用
事
か
判
ら
ず
、
た
だ
つ
い
て
行
く
の
み

で
し
た
。
こ
の
頃
、
中
隊
に
は
軍
馬
が
一
二
〇
頭
も
い

て
、
厩
当
番
に
、
こ
れ
で
も
か
と
言
う
ほ
ど
勤
務
し
ま
し

た
。
一
日
中
、
寝
藁
の
出
し
入
れ
で
、
身
体
中
、
あ
の
臭

い
が
浸
み
付
き
、
帰
隊
す
る
と
「
く
さ
い
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
し
た
。

鮮
満
ソ
国
境
に
布
陣
中
、
山
中
に
て
終
戦
を
聞
き
、
第
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三
大
隊
に
砲
を
向
け
て
懸
命
に
移
動
中
、
第
三
大
隊
よ
り

伝
令
が
走
り
寄
り
、
元
の
連
隊
本
部
に
引
き
返
す
よ
う
に

言
わ
れ
、
急
い
だ
訳
で
す
が
、
帰
着
す
る
と
、
既
に
連
隊

旗
は
、
連
隊
長
、
中
隊
長
等
の
立
会
い
に
て
焼
却
し
、
菊

冠
は
土
中
深
く
埋
め
た
由
、
聞
き
ま
し
た
。

ソ
連
側
に
兵
器
引
き
渡
し
の
た
め
、
連
隊
砲
を
乗
馬
に

曳
か
せ
参
り
ま
し
た
が
、
我
々
は
山
で
「
停
戦
協
定
が
成

立
し
た
故
、
山
を
下
り
る
よ
う
」
に
上
官
、
参
謀
等
か
ら

言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
山
を
下
り
れ
ば
全
く
の
負
け
戦
で

降
伏
し
て
い
た
と
は
、
本
当
に
情
け
な
い
思
い
で
あ
り
ま

し
た
。

部
隊
の
将
校
と
供
に
、
私
は
汽
車
に
て
図
門
駅
よ
り
延

吉
に
向
か
い
ま
し
た
。
延
吉
（
間
島
）
で
は
赤
煉
瓦
の
建

物
に
入
り
、
兵
は
小
さ
く
な
っ
て
隅
の
方
に
固
ま
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
中
佐
参
謀
が
壇
上
に
上
が
り
、

落
涙
の
中
で
「
作
戦
指
導
の
誤
り
で
、
君
ら
に
…
…
」
と

詫
び
る
言
葉
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
兵
は
こ
こ
で
将
校
と

別
れ
、
半
地
下
風
の
兵
舎
に
入
り
、
新
潟
北
蒲
原
出
身
の

阿
部
昭
二
君
と
二
人
で
適
当
な
場
所
を
決
め
、
食
料
確
保

の
た
め
ソ
連
兵
と
腕
時
計
と
食
料
と
交
換
し
、
餅
粟
一
叭

と
乾
パ
ン
一
箱
等
を
手
に
し
て
一
安
心
、
広
い
兵
舎
の
あ

ち
こ
ち
に
勝
手
に
陣
取
り
ま
し
た
。

二
、
三
日
す
る
と
、
徒
歩
の
部
隊
が
次
々
と
到
着
し
、

さ
す
が
の
広
い
兵
舎
も
人
と
軍
馬
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま

し
た
。
困
っ
た
こ
と
は
井
戸
が
少
な
く
飲
料
水
の
不
足

で
、
軍
馬
が
弱
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
千
人
単
位
の
部
隊
編
成
が
な
さ
れ
、
私
達
は

原
隊
と
異
な
る
関
東
軍
の
下
士
官
集
団
に
入
り
ま
し
た
。

軍
楽
隊
の
一
団
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
下
士
官
の

多
く
は
富
山
県
出
身
者
が
多
く
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
曹

長
の
階
級
で
し
た
。
そ
の
中
で
山
本
曹
長
が
一
番
の
先
任

で
、
他
か
ら
敬
意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
ソ
連
行
き
の
日
が
来
て
、
我
々
の
千
人
の

隊
も
出
発
途
中
、
排
便
、
排
尿
の
折
は
ソ
連
兵
の
銃
口
が

向
け
ら
れ
て
隊
伍
を
離
れ
る
事
を
特
に
嫌
っ
て
い
ま
し

た
。
出
発
順
位
が
比
較
的
早
い
方
で
し
た
た
め
、
道
の
両

側
の
馬
鈴
薯

ジ
ヤ
ガ
イ
モ
や
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
な
ど
、
手
あ
た

り
次
第
に
取
る
の
で
お
腹
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
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た
。
進
む
う
ち
、
左
側
が
極
端
に
落
ち
こ
み
深
い
谷
が
続

き
、
そ
こ
に
は
日
産
の
八
〇
型
や
一
八
〇
型
の
新
車
が
何

台
も
落
下
、
腹
を
上
に
向
け
て
い
て
、
何
と
情
け
な
や
、

山
行
き
が
、
草
む
す
屍
、
つ
は
者
が

大
陸
を
行
く

聖
戦
の

資
材
確
保
の
任
重
く

誇
れ
国
産

お
お
我
等
の

ニ
ッ
サ
ン

と
歌
わ
れ
た
、
あ
の
日
産
の
車
が
、
こ
ん
な
所
で
無
残
な

姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。
日
産
の
社
歌
の
二
番
を
、
こ
ん
な

辺
地
で
想
い
出
す
と
は
。

ソ
満
国
境
の

春
に
近
づ
く
に
従
い
、
土
饅
頭
か
ら
、

あ
た
り
一
帯
に
こ
も
る
死
臭
の
中
を
半
日
も
黙
々
進
む
。

道
路
の
あ
ち
こ
ち
に
ソ
連
戦
車
の
残
骸
が
多
く
、
キ
ャ
タ

ビ
ラ
が
延
び
、
あ
る
い
は
爆
破
さ
れ
て
い
て
、
両
軍
の
激

戦
の
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
し
た
。

国
境
に
は
、
日
本
軍
の
鉄
帽
や
、
被
甲
（
ガ
ス
マ
ス

ク
）、
銃
・
剣
・
雑
の
う
等
が
一
帯
に
散
乱
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ソ
連
軍
の
急
襲
に
対
応
し
切
れ
ぬ
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
国
境
の
雑
木
林
の
は
ず
が
、
戦
車
、
軍
用
車
の
激

し
い
往
復
で
、
更
地
状
に
な
り
、
立
ち
木
一
本
も
無
い
有

様
で
し
た
。

ソ
連
領
ポ
シ
エ
ッ
ト
の
丘
に
、
次
々
と
国
境
を
越
え
た

丸
腰
の
日
本
兵
が
次
々
と
到
着
し
、
丘
は
溢
れ
る
程
に
な

り
ま
し
た
。
我
々
は
早
目
に
到
着
し
た
た
め
塹
壕
状
の
場

所
に
、
下
に
草
を
積
み
上
げ
て
、
各
自
の
天
幕
を
張
り
寝

床
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
獣
医
の
下
士
官
が
、
自

分
の
体
と
前
途
を
悲
し
み
服
毒
自
殺
を
遂
げ
ま
し
た
。
僧

籍
の
私
は
屍
衛
兵
を
勤
め
、
翌
日
、
頭
部
を
東
京
方
面
に

向
け
、
ね
ん
ご
ろ
に
埋
葬
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
丘
に
は
低
木
の
つ
つ
じ
属
の
樹
木
が
多

く
、
器
用
な
兵
士
は
根
を
掘
り
起
し
、
煙
草
の
パ
イ
プ
作

り
に
専
念
す
る
等
で
何
日
か
過
ご
し
ま
し
た
。

有
蓋
貨
車
の
中
は
満
席
で
、
途
中
停
車
す
る
事
も
な
く

走
り
に
走
り
ま
し
た
が
、
車
内
で
は
「
浦
塩
は
と
う
に
過

ぎ
た
は
ず
だ
」「
方
向
が
違
う
。
北
へ
向
い
て
い
る
」
こ

ん
な
会
話
が
、
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
ま
す
。
と
に
か

く
、
曹
長
殿
が
多
く
「
山
本
」「
加
藤
」「
本
田
」「
加
藤
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木
」
等
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
皆
で
元
気
づ
け
て
お

り
ま
し
た
。

貨
車
は
コ
ン
ソ
モ
リ
ス
ク
で
停
り
、
後
は
徒
歩
で
電
台

を
通
り
、
コ
ン
ソ
モ
リ
ス
ク
に
着
き
ま
し
た
。
独
軍
に
捕

ら
え
ら
れ
た
と
言
う
赤
軍
の
中
尉
が
通
訳
に
鞭
で
指
し
て

「
丘
の
向
こ
う
の
建
物
が
、
君
達
が
暖
か
く
冬
を
向
か
え

る
所
だ
よ
」
と
伝
え
ま
し
た
。

そ
こ
に
入
り
、
次
の
朝
礼
時
、
今
の
温
度
が
マ
イ
ナ
ス

一
五
度
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
人
は
皆
夏
衣
袴
の
ま

ま
で
し
た
。
そ
こ
は
二
〇
一
収
容
所
と
言
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
の
暮
か
ら
二
十
一
年
の
夏
頃
ま
で
が
食
料

は
乏
し
く
、
人
心
は
荒
れ
放
題
、
困
難
こ
の
上
な
く
、
伐

採
の
ノ
ル
マ
も
厳
し
く
、
最
悪
の
生
き
地
獄
の
期
間
で
し

た
。
次
々
に
逃
亡
者
も
出
て
参
り
ま
し
た
。

あ
る
日
私
は
、
下
痢
が
激
し
く
菊
池
軍
医
に
申
告
し
た

と
こ
ろ
、
珍
し
く
十
日
間
程
の
軽
作
業
に
廻
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
が
依
頼
さ
れ
た
作
業
は
所
内
の
鍛
冶
屋
の
天
井

の
壁
塗
り
で
、
相
棒
は
隣
に
寝
て
い
た
、
元
日
活
の
俳
優

で
や
さ
男
の
滝
口
新
太
郎
氏
で
し
た
。
彼
は
力
無
く
、
壁

土
を
大
き
な
ヘ
ラ
で
、
上
に
い
る
私
達
に
差
し
上
げ
る
事

が
で
き
ず
、
何
と
か
、
私
の
頑
張
り
で
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
彼
は
兵
長
で
大
変
温
和
、
ス
マ
ー
ト
で
し

か
も
芝
居
は
本
職
で
す
か
ら
誠
に
上
手
で
、
い
つ
も
、
芝

居
の
時
は
拍
手
喝
采
で
し
た
。

そ
の
後
、
氏
は
ハ
バ
ロ
ス
ク
の
放
送
局
で
日
本
向
け
放

送
を
し
、
後
に
、
モ
ス
ク
ワ
で
岡
田
嘉
子
氏
と
結
婚
、
数

年
後
病
を
得
て
亡
く
な
ら
れ
、
嘉
子
氏
が
遺
骨
を
持
っ
て

東
京
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
収
容
所
の
文
化
活
動
は
盛
ん
で
、
慰
問
団
を
編

成
し
、
他
の
収
容
所
へ
軍
楽
隊
の
演
奏
や
滝
口
新
太
郎
座

長
の
芝
居
等
で
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。

彼
ら
の
話
か
ら
、
先
の
収
容
所
に
は
巨
人
軍
の
水
原
監

督
や
板
垣
軍
司
令
官
の
息
子
（
板
垣
正
少
尉＝

後
の
参
議

院
議
員
）
の
話
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

奥
の
奥
ま
で
日
本
人
が
収
容
さ
れ
、
働
か
さ
れ
て
い
た

訳
で
す
。
雪
が
降
れ
ば
、
こ
の
一
本
道
の
ト
ラ
ッ
ク
の
タ

イ
ヤ
の
跡
が
残
り
、
そ
れ
に
は
横
浜
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
の
Ｙ

字
の
刻
み
が
い
つ
ま
で
も
続
き
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
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あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
作
者
不
明
、
皆
で
歌
っ
た
詩
文
「
シ
ベ
リ
ア
音

頭
」
を
次
に
記
し
ま
す
。

◎

シ
ベ
リ
ア
音
頭

一

朝
だ
夜
明
け
だ
黎
明
だ

軍
国
廃
塵
の
そ
の
上
に

民
主
日
本
は
高
ら
か
に

見
ろ
よ
大
空
雲
一
つ

二

寒
い
時
と
言
う
な
友

吹
雪
鞭
打
つ
密
林
で

試
す
俺
等
の
身
と
心

故
郷
を
忍
ん
で
月
を
見
る

三

芽
吹
く
木
の
香
に
ゃ

風
香
る

起
す
土
さ
え
喜
び
に

溢
れ
歓
喜
の
タ
ポ
ー
ル
を

四

行
く
ぞ
荒
波
乗
り
越
え
て

シ
ベ
リ
ア
鍛
え
の

こ
の
腕
で

明
日
の
前
途
の
戦
い
に

民
主
日
本
の
建
設
だ

◎

ド
ー
ク
小
曲

一

流
れ
遙
か
な

ア
ム
ー
ウ
ル
の

河
波
越
え
て

来
た
も
の
を

鳴
い
て
く
れ
る
な

閑
古
鳥

鳴
け
ば
夕
陽
が

淋
し
か
ろ

シ
ベ
リ
ア
嵐

す
さ
ぶ
る
夜
は

明
け
り
ゃ
花
咲
く

銀
世
界

歌
う
声
さ
え

カ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
の

ロ
シ
ア
娘
は

橇
で
来
る

茨
の
道
を

乗
り
越
え
て

明
日
は

故
郷
の
山
川
が

明
る
い
朝
が

待
っ
て
い
る

◎

冬
は
凍
る
よ

一

冬
は
凍
る
よ

山
も
川
も

吹
雪
の
あ
と
は

銀
の
世
界

オ
ー
ロ
ラ
オ
ー
ロ
ラ

天
に
輝
く

二

冬
は
凍
る
よ

星
も
大
地
も

吹
雪
の
後
は

子
供
の
世
界

ハ
ラ
シ
ョ
ー

ハ
ラ
シ
ョ
ー

ス
キ
ー
で
走
る
よ
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（
瀬
島
龍
三
「
回
想
録
」
よ
り
）

【
解

説
】

ソ
連
軍
の
満
州
侵
攻

当
時
、
関
東
軍
司
令
部
の
参
謀
で
あ
っ
た
、
瀬
島
龍
三

氏
の
回
顧
録
を
読
ん
で
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
関
し
、
当

時
、
一
兵
士
と
し
て
の
体
験
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
、
解
説
の
参
考
に
し
た
い
と
思
う
。

昭
和
十
九
年
末
頃
の
ソ
連
極
東
兵
力
は
「
兵
員
約
七
十

万
（
狙
撃
師
団
十
九
、
狙
撃
旅
団
十
五
〜
二
十
）、
飛
行

機
約
一
千
五
百
機
、
戦
車
は
千
両
」
と
推
定
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
増
強
に
よ
り
、
八
月
頃
に
は
「
兵
員
総
計

約
百
三
十
万
（
狙
撃
師
団
約
五
十
）、
飛
行
機
約
五
十
二

師
団
（
五
千
機
）、
戦
車
約
三
十
旅
団
（
三
千
両
）」
に
増

え
る
だ
ろ
う
、
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。

満
ソ
国
境
地
帯
で
は
、
昭
和
二
十
年
に
入
り
、
ソ
連
の

国
境
侵
犯
が
従
来
よ
り
頻
発
し
て
い
た
。

諸
般
の
情
勢
か
ら
見
て
、
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
、

こ
の
九
月
ご
ろ
ソ
連
の
対
日
参
戦
は
必
至
と
考
え
ら
れ

た
。し

か
し
、
中
央
、
現
地
と
も
、
一
部
で
な
お
、
ソ
連
の

対
日
参
戦
に
対
し
て
懐
疑
的
、
希
望
的
観
測
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
関
東
軍
の
総
戦
力
は
次
の
如
く
で
あ
っ

た
。昭

和
十
八
年
後
半
か
ら
、
特
に
十
九
年
以
降
、
陸
軍
は

主
作
戦
正
面
の
太
平
洋
方
面
に
在
関
東
軍
の
精
鋭
兵
団
、

航
空
機
、
作
戦
資
材
等
を
大
量
に
抽
出
転
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
に
は
十
一
個
師
団
、
一
個
旅
団
、
一
個
戦

車
師
団
な
ど
関
東
軍
の
総
戦
力
は
実
質
的
に
半
分
以
上
が

抽
出
転
用
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
対
ソ
防
衛
の
重
要
性
か
ら
、
在
支
兵
力
の
満

州
転
用
（
二
十
年
前
半
に
約
四
個
師
団
）、
在
満
現
地
動

員
に
よ
る
兵
団
の
新
設
措
置
が
採
ら
れ
た
。
七
月
頃
に
は

一
応
、
在
満
二
十
四
個
師
団
基
幹
、
兵
員
約
七
十
五
万
の

態
勢
に
な
っ
た
が
、
二
十
四
個
師
団
の
大
部
分
は
十
九
年

後
半
以
降
新
設
さ
れ
た
兵
団
で
あ
り
、
実
戦
力
は
極
め
て
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低
下
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
関
東
軍
総
司
令
官

以
下
、
幕
僚
た
ち
は
一
切
弱
音
を
吐
か
ず
、
大
命
に
基
づ

き
、
粛
然
と
し
て
最
後
の
任
務
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
。

関
東
軍
の
対
ソ
防
衛
作
戦
計
画

昭
和
十
六
年
十
二
月
三
日
、
関
東
軍
総
司
令
官
に
対

し
、
新
た
に
「
大
陸
命
」
を
も
っ
て
任
務
を
明
示
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
南
方
（
対
米
英
戦
）
と
北
方
（
対
ソ
防

衛
）
と
は
決
し
て
別
の
も
の
で
は
な
く
、
戦
争
遂
行
の
大

目
的
上
、
表
裏
一
体
、
腹
背
一
体
で
あ
り
、
対
北
方
の
安

全
こ
そ
極
め
て
重
要
と
す
る
考
え
に
基
づ
く
も
の
だ
っ

た
。こ

の
「
大
陸
命
」
は
、
極
力
対
ソ
戦
争
の
発
生
防
止
を

主
眼
と
し
、
関
東
軍
総
司
令
官
本
来
の
任
務
で
あ
る
満
州

国
及
び
関
東
州
の
防
衛
、
特
に
国
境
地
帯
で
の
静

を
維

持
し
、
紛
争
を
惹
き
起
さ
な
い
よ
う
強
く
戒
め
ら
れ
て
い

た
。ま

た
、
対
ソ
有
事
の
場
合
に
処
す
る
作
戦
計
画
は
政
治

的
に
は
対
ソ
防
衛
だ
が
、
軍
事
戦
略
的
に
は
初
期
は
国
境

方
面
で
守
勢
を
と
り
、
次
い
で
兵
力
の
集
中
後
、
主
と
し

て
沿
海
州
方
面
の
敵
航
空
根
拠
地
覆
滅
の
攻
勢
作
戦
を
骨

幹
と
し
て
い
た
。

国
境
地
帯
の
戦
備
強
化
は
対
ソ
戦
防
止
と
在
満
居
留
民

保
護
を
含
む
満
州
国
防
衛
上
、
極
め
て
重
要
だ
っ
た
。
対

ソ
戦
発
生
の
場
合
。
こ
の
劣
勢
戦
力
に
よ
っ
て
長
期
の
持

久
守
勢
を
図
る
こ
と
は
戦
略
的
に
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
に
入
り
、
太
平
洋
方
面
、
欧
州
方
面
の
戦

局
は
ま
す
ま
す
我
に
利
あ
ら
ず
、
ソ
連
の
対
日
参
戦
も
予

見
さ
れ
る
に
伴
い
、
大
本
営
陸
軍
部
は
大
陸
作
戦
全
体
の

決
断
を
迫
ら
れ
た
。

八
月
十
五
日
夜
、
関
東
軍
命
令
発
令

一
、
帝
国
は
、
米
、
英
、
ソ
、
支
に
対
し
、
停
戦
す

二
、
関
東
軍
は
、
万
策
を
尽
く
し
て
停
戦
目
的
の
完
遂

を
期
す

三
、
各
方
面
軍
、
軍
、
直
轄
部
隊
は
、
即
時
戦
闘
行
動

を
中
止
す
べ
し
、
た
だ
し
、
停
戦
交
渉
成
立
に
至

92



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1414 93 88/11/15/17:04:43 H

E
G
U
1414 bun p72-93

る
ま
で
の
間
、
敵
の
来
攻
に
当
た
り
て
は
自
衛
の

た
め
の
戦
闘
行
動
は
妨
げ
ず

四
、
特
に
左
記
に
留
意
す
べ
し

〇

各
部
隊
は
適
宜
の
地
域
に
集
結
し
、
爾
後
の
行

動
を
準
備
す
る
こ
と
を
得

〇

放
火
、
破
壊
を
厳
に
戒
め
る
こ
と

〇

極
力
居
留
民
保
護
に
努
む
る
こ
と

〇

各
兵
団
、
部
隊
は
、
各
々
そ
の
当
面
の
ソ
連
軍

と
適
宜
停
戦
交
渉
並
び
に
武
器
、
築
城
等
の
引

渡
し
を
実
施
す
る
こ
と
を
得

こ
の
命
令
示
達
と
同
時
に
、
各
部
隊
は
適
宜
兵
員
の
召

集
解
除
を
行
え
る
旨
も
示
達
さ
れ
た
。

関
東
軍
の
停
戦
方
針
は
決
定
し
た
が
、
侵
攻
ソ
連
軍
は

十
五
日
以
降
も
進
撃
を
継
続
し
、
各
地
で
戦
闘
行
動
を
続

け
た
。
我
が
軍
の
死
傷
者
も
生
じ
た
。

関
東
軍
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
彼
我
両
軍
の
同
時

停
戦
を
策
す
る
こ
と
が
緊
要
だ
っ
た
。
大
本
営
か
ら
は

「
関
東
軍
は
関
東
軍
と
し
て
直
接
、
停
戦
交
渉
し
て
よ
ろ

し
い
」
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
八
月
十
六
日
の
関
東
軍
命
令

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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